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拡の考える体育の一端

はi

概

40年にわたる体育経験から，体育に関連して「知らな

ければならないことが如何に多しゅリが解るようになっ

た。そして中教若手による教育改革の答申から，教育計画

における体育の佼霞づけ〔特に大学で〉の問題に透過し

たのである。この論述は体育研究者には，常識的な考察

であるかもしれないが，教育科学の研究者と大学管理に

関係する教育者に「体育を考えていく」ための一助にな

ることをも「ねらしづとしたので、ある。

序章の「体脊とは何かjで、は，主体である俗人の理解

と環境の整鱗・調整に重点をおいた会人的人間形成であ

ることを，体育現実の二格では，機能としての体育(生

活体育・スポーツ)に期待をかければかけるほど，それ

の方向づけの使命なもつ学校体育において科学的・哲学

的・実践的装礎教育の必要書を， さらに体育の機能では，

従来の発達的側商ばかりでなく，入閣の本伎である欲求

満足の側商，生活充実の側面を黍授すること害事を;意図し

たのである。

第 1主主の脳生涯学の研究では 生の営み，脳の機能，

集団本能など，情動の陶;台では活動力・意欲の根源、で

ある欲求のコントロール，情動の教育には身体活動・ス

ポーツが必要であること，教育言十額における体育時間の

不足， rアタマJrココ口Jrカラダjの総合統ーとして
の行動など 科学者の見解をも含め，体育を考えていく

ための科学的基礎について述べた。

自

前がき

序章体脊の意義について

I 体育とは何か

1I 体育現実の二相

思体育の機能

第 1章科学的原獲の根拠

I 脳生理学の研究

1I j資動の陶冶

第2章哲学的原理の根拠

u時 雄久

要

第2宝震の人間の本質では 人践を生命的存在として認

識し瞬間の霊堂大伎を自覚し生命の尊厳性を把握する

こと，人間の行為宏技術的・剣道t的・人格的・社会的・

歴史的行為として扱援し「永遠の現在によりよく生き

るj ことを自覚すること等に寄及した。さらに技術の本

質では，体育の技術は知的・社会的技術を内に含む人間

形成の技術であること，科学的研究にささえられた合理

性と人間的内容の深みをもっ象徴化の修練の必要等哲学

的義礎について述べた。

第3:!l震の現代のヒューマニズムと体育では本来の人間

性，創造的主体性，人裕的自由の回復・擁護・渓J}晃を志

す文化運動であり，人間の生命，人間の教養を重量かなも

のに言語めようとする精神であるヒューマニズムが務代社

会において高揚されるべきものであり，体育活動は現代

ヒューマニズムの一翼な担うにふさわしいものであるが

放に，正しいスポーツ突践が一層普及推進されなければ

ならないことを述べた。つづいて，民主主義と体育では

~j;葱な人間性の実現を目指す理想であり，社会の維持と

蒋建・改善と進歩のための指導原理となる社会的信念で

ある民主主義を育成する場として体育活動は最適のもの

であり，民主主義が目ざしているものが体育の場で訓練

され，学習されることによって人間形成の突があがるこ

と等体育の社会的基礎を強調した。

次

I 人間の本質

A 生命的存毛主としての人間

B 行為的存夜としての人間

1I 技術の本質

第3輩社会的原理の根拠

I 現代のヒューマニズムと体育

E 民主主義と体育
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前 カt き

私が学校の教部になったのが，昭和2年であり，体育

の遂に入ったのが，昭和6年である。体育専波生，師範

学校教官，体育担当の行政官大学の体育担当教官等，

約40年間を過したことになる。そして，やっと「体育j

とL、うものが理解できるようにたった。大学での 22年

間，専門教科として「体育j京湾」をま担当してきたのでp

;長年の研究考察のまとめをするべく，考えたのである

が，さて書く段になって， 日数の不足を潟感、した次第で

ある。そこで，体系だった論文は，後日まとめることと

して p 私の考える体育の一端を述べることにした。

れば，惑い場 関1 教育の概念(過程)

合もあり得

るO

教予言につい

ての，このよ

うな考え方を

真にましく認

議するために

は，次のよう

な基本的原則

¥。/に，周到な考

察が払わなけ

h~まず￡らな

体脊原理t主体育に関速をもっ，社会的原理の根拠，哲 ぃ。

学的原理の根拠，科学的原理の根強E私それぞれ明らか 1 あらゆる教育的な変化もしくは修正は偲人自身の

にし 3者の総合統一を図り，体育現実の発援に貢献す 活動を通して起こる

るものでなければならないと考える。体育についての科 2 教育的活動は，内的あるいは外的な環境によっ

学的原理の根拠に逮らなる脳生理学と教育生理学研究の で，他人に与えられた刺戟，または全体的事態に対

一部を選び，哲学的原理の根拠として，人間の本質(生 する反応である

命的存在・行為的存在〉と技術の本質を，社会的廃浬の 3 すべてこのような反応は，個人に対してある穫

根拠に関逮する涜代ヒューマエズムと民主主義主主選定し の，そしてまた，ああ程度の変化や，修正あるいは

て，これらに対する常識的考察を通して「これからの体 教育をもたらす

育のあり方」の一端を考え，さらに今後研究していく問 4 すべての反応{ま，人間の機機会体を包含するもの

麹をあげてみることにした。 で，たとえば，腕とか，脳とか，あるいは情緒とい

序章体育の意義について

体賓とは伺か

先づ， r体育j に対する私の考え方の君主要な義氏にな
っている E.W.ニクソンと F.W. カズンズの論述を

要約する。

「体育」という言葉の意味について， 共通的理解に到

途ずる最良の方法は，すべての教育一一「今日理解されて

いるような「教育JとL寸言葉一ーの基本的な性質に燃

して，この問題を考察することであろう。

今日では「教育はE惑に示す如く，各個人側人の外的

な，あるいは内的な環境の)jiJJ戦，たいしは毒事態に対する，

各自の反応によっておこる個人の継続的な一生渡続く変

化，修iLあるいは調整の過程である」と考えるように

なってきている。

各自の活動によっておこるかような変化は，精神的な

蕗と同様に，側人生活の身体的，情緒的，道徳的あるい

は倫理的な孤にも影響をおよぼすものである。その結果

は，一般に認められている標準に照して，良い場合もあ

ったような昔話分だけを含むものではない

以f‘の 4原則を考察していくと，すべて教育は，もと

もと次の若手主演に関連していることがわかる。

1 個人

2 事態、あるいは刺戟.教脊が行なわれる場(舞台)

3 事態あるいは料軟に対する俗人の反応

4 事態あるいは刺車~ìこ対する偶人の反応の結果とし

て，綿入の内におこる変化あるいは修正作用

これらの原刻や結論は， ¥， 、かなる形の教育にも，ある

いは教育のいかなる溺にも当てはまるように，体育にも

適用できる。基本的には体育も，偶人，事態，反応，修

正作用に関連をもっている。ただ，いま少し詳しく分析

してみると，体育と他の形態の教育との閣には，ただ一

つ次のような区別がある。それは体育が主として筋肉活

動を特色とする事態や，反応、に関連なもっという事実で

ある。すでに述べたように，およそ個人の反応は，すべ

てその人間とL、う有機体全体を包含するものであるとい

う事実を忘れてはならないのであるが，やはりある種の

反応は主として知的活動によって特徴づけられており，

またある緩の反応は，主として情緒的活動を特色として

おり，また別の反応は，主として活発な筋肉運動を特色
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としていることのあることを認める。そして体育が主と 以上のことから，教育の蒸本的原理や原則に関連して

して関連をもつのは，この第3の裂の活動である。 の深い，徹底した考察の必要と，体育における強調点等

かようにぎっても，体育は，ただもっぱら筋肉的な反 について理解するであろう。しかし体育の意味なもう

応であって，その結果としておこる個人の生理的および 一歩っき込んで抱援し，実践を効果あるものにするため

解約的変化にだけ関連をもつものであるというふうに考 に，私は，さらに次の2つの事項について考究すること

えてはならない。「すべての組織化された教育は，人間 を強調しておくことIこする O

のあらゆる部に関連すべきであるJとL寸現代的自覚 1 体育は，生命的存在としての人間の育成だけでな

が，こんにちでは体宵指導者を導いて，ただ筋肉的な反 く，精子中的存在としての人間の陶治，人格的存在と

応だけでなく，同時に，それと関係のある知的，意志的， しての人間の覚際，および人間の社会的，文化的形

情緒的，および社会的な反応をも，華客求するような環境

的条件を整えようとする慎重な努力をさせている。事実 2 これらのことを達成するためには，主戸ぜこL及型人

組織化されたスポーツ計磁は，その参加者に対して，た の発達，聖書求について理解を深くするとともに体育

だ筋肉活動を要求するだけでなく，参加者の知的発達や 空襲事的条些空襲体費望室長長~'It.運用主埜堅企院

社会的適応、や，道徳、ないし人格教育にとって，非常に重

要な意義をもっ精神的反応や，情緒的反応を絶えず要求

するのである。

教育右上に述べたように線本的な意味に解釈すると，

結論は，論理的に寄って，体予干を次のように定義するこ

とtこなる。

「体育とは，教育の全過穏の中で，活発な筋肉活動と，

それに関連する諸反応に関するものであり，またこれら

の反応の結果として，個人におこるいろいろな修正作用

に関するものである」

ニクソンとカズンズは，体育の目的を考える場合，次

の2つのものが，最も重要な意義を有しているとしてあ

げてし、る。

1 教育は，かれa身の反応、の結巣としてその個人に
おける変化，または修正の過稜である。

2 組織的な教育iま，生命のあらゆる簡で可能な限り

最大の発達により近づき，かつ現実に伎んでいるこ

の世界に，最良の可能的適応をなし得るような，個

人の修正の促進!こ関与するものである。

そして，教育計衝のなか"C:'，各個人に筋肉活動およ

び，それに鱒速する活動をなす機会を与えることの重要悪

性を強調している。さらに，好ましい成長，発達，適応

性を助長発展させることの可能な教育活動に，適切な施

設とリーダーシ‘Yブとを力説している。以上のような論

述のあとに， f組織的に体系づけられた体育は，人間の

あらゆる磁において，億人のもっている可能性を，最も

好適な状態にまで発達させることに最大限の寄与するこ

とを自的とすべきであって，その方法として，この目的

に最も良く寄与する見込みの筋肉および，それに関する

反応あるいは活動を促進するために，出来うる線り有利

な環境に，偶人を置くように努めることである」と定義

している。

E 体育現実のこ相

ここで，体育現笑という場合，空間的には，体育活動

が行なわれている場だけでなく，その場の背景をなす広

い自然、的環境，社会約環境をも含め，またそこに作用し

合う fl土たら ~J についても，事実として認められるも

のだけでなく，知覚されない数多くの作用し合う「はた

らきjをも含め，さらに時間的には，過去.;m夜・未来

をも含めて考察したいので、ある。

通常，体育といえば，指導者と学習者とがあって，学

習者に対する指導によって行われるものと考えている。

すなわち，それは指導関係としての体育であり，指導者

の{溺からみれば，一定の諜題をもってするのであるから，

「課題としての体育現実」とL、うことができる。学校で

行われる体育は主としてこれであり，一定の教管理怨の

もとに目的を立て，それぞれの発達段階に応じて，それ

が方法的に営まれる具案約・3十爾的活動であり， 組織
的・教育活動である。

しかし，体育現実は必ずしも，指導関係において，課

題として行われるものとは限らない。具案的・計画的で

はないが，自ら機能として営まれているものがある。子

供の自淘遊戯や子供の生活活動は，形成的な影響を活動

Q身のうちにもっている。スポ…ツ活動でも，機能とし

ての体育が行われているし成人の生産活動は，生産し

つつ，生産するための能力や，技術，体力や，態度を形

成しているのである。これを「課題としての体育現実Jに

対して「機能としての体育現実」とよぶことができる。

課題としての体育では，社会ならびに俗人の生活のう

ちにみられる体育現実から，その内容や要求をとり入れ

て，それを際化するが，この醇化された理解や態度・技

術・能力は，手厚び生活にかえってきて，そこに理想念与
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えるので、あって，この両者はニつの相を墜しながら，し

かも相立に交入するものとみなければならなL、。

機能としての体育現実(社会体育・スポーツ

し期待すればするほど，それの方向づけの使命なもって

いる学校体育における科学的，哲学的，実践的基礎の

教育が必要さで、あることは当然考えられなければなならな

L 、。

罰体育の機能

私は体育の機能を，次の3つの側面から考究し，それ

ぞれを猿視していくことにしている。

1 運動に関連する内的欲求によって発現するところ

の活動を，一定の方向にむかわせ，この聖書求を満足

させる過程において，教育的価{憶を実現させようと

する側面である。この側面では人間本来の自然のす

がた，あるいは人F.rH設が追求され，情動の教育やヒ
ュ マユズムに関連して体育を考えていく方向に進

むのであるO

2 その2は従来の体予言の重点であった発達的側阪で

身体的発達，知的・情緒的・~:、志的発達，あるいは

社会的発達が問題となる O

3 第3は「運動生活JI運動文化Jに関連して，生

活の充実を目ざす側面である。

以上「体育とは何かJ1体育現実の二根JI体育の機能J

について婆約したかたちで、述べたので‘あるが， これらの

ことから「生涯体育J1生活体育 jが強調され，それが一

般社会人まで浸透してきた理由が理解されるであろう O

部学，成長と発達，遺伝と進化などの中に見出されてい

た。生潔学については，一般生理学，血液・呼吸の生潔

学，循環の生理学，代謝の生理学，脳の生理学， ~感覚の

生理学，運動系の生理学，内分泌の生理学，適応、協関の

生理学等にわけてまとめられるまでに研究が進められて

いる。また，一方，体育生理学，教育生理学としての研

究も進んでいる。これらのなかから，脳の生理学と教育

生理学の一部を要約して，これからの体育を考えていく

ための資料とする。

i 脳生理学の研究

脳生理学の研究が進み，科学的な解羽が行われるにつ

れて，身体と脳という，きりはなすことのできない関係

で人間を理解するとL、う行き方が深められていく必要が

t土っきりしてきTこO

1 入閣のゑの営み

人間の生の営みを分析してみると，まず「生きているJ

という，静的な精神の伴わない生命現象が基盤としてあ

り， このうえに動的な精神を伴った「生きていくJとい

う生命活動が展開されているのである。「生きてし、くJ

生命活動には，本能的にたくましく生きていく生き方

と，経験的・学習的に生きていく生き方と，そして，図

擦を設定して{眼健的に，よりよく生きていく生き方とが

ある。そして「主主きている」生命現象は反射や調節の機

序に依って脳幹・脊髄系で統合されている。[一本能的に

生きていくJ生命活動は，大脳辺縁系で統合されている

本能行動， '1脅勤行動によって具現されているし，1経験的

に生きていく」生命活動は，新皮質で統合される適応行

第 1章科学的原理の根拠 動によって具現されており，議後に「儲{度約に生きてい

くJ生命活動は，新皮質のうちで，特に人間でもよく発

従来，体育の科学的基礎は，主として社会学，心潔学 透している前頭葉の連合野で営まれる創造行為によって

および生物学のさまざまな分野，たとえば，生理学，解 発現されている。このことを表示すると次のようになる。

(1) 大脳新皮質の機能と特徴
A.大脳新皮質の分業体;告1]
前頭葉 運動の統合 (J!li{t聖子) 意欲.創造， 0怠;-AF-OJiEfti 
綴項葉 {糊IJ感覚i

‘味'Je.( (j主fT里子) 生[1宝章， 認、匁1 思考 ノ10 (主知知帥11川l凶8的甘機能) l (住全迷合野)
f愛媛楽 視 覚!

m~JI京葉聴覚
B.大脳新皮笈の特徴

(j車合里子) Jr.:'T官、‘判断

①理性的な機能をもっ O

② 知.，t者・窓をつかさどる。(よりよくヨミきる)
③ この皮質がよろめくと均性的活動が減退するの
④ この皮質は疲れやすいが凶復も早い。
③ リズムに弱い。

I fulVi， Jli1 Wtf l 潔拙鵬叩性伽側約鮒甘i活舌干判t初断f人、 土脱史 脅解平 ! 

⑥古い皮質の影響をうけており.古い皮質がゆがんでいると新皮質も影響される。
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(2) 大脳辺縁系の機能と特徴

① おむまかな運動の完成 l *tiを(i'Jな心の形成と呉羽lこit'L援に関係している。
原始感覚 (1呉党、千必ずふ I"J級感'~) J 

② 本能的な欲求をもっ(本能の心のf'i'l
③情動形成の庄である(情動脳

④ 自律神経および内分泌系に士、IするI-.{¥!:f
からの調書きU'J.統合的な働きかけをす

る(内臓脳)

記憶の仕組がある(印象の銘記とそ

⑥ ストレスを受けやすく. f'ff.っき干すいυ

新皮質に影響を1j.えている。

(3) 自律神経のはたらき

Q) 自律神経系の活動の基調は泌交挽神経で

内臓器官の恭本的な統宗をするc

② 交換神経の働らきはむしろアアセント的

なf支部で、全fイド的働らきをILbめたり、 fti:め
たりする場合にのみはたらく O

@ 乗馬にたとえると手綱治潟リ交感神経系の

統御であり，ムチが交感神経系のアクセ

ントづけである。

現実の生活になると交換神絞によるムチ

打ちが必要になってくる。

=:.この心はきわめて素朴な.1ごJfiJ'=.な心で，基本的生命活動
0)推進に結びついているむ

自律神経系の構成を模型的に訴したもの。 l勾機器官を支配

している実線は交換神経，点線lま副交換神級。自律神経系は

内臓器官だけでなく，皮1膏血管や立毛筋ゃれ二線を支配してい

るが、この額では省略してある。 (H.Rein&M. Schnider) 

(4) 脳幹・脅髄のはたらき

脳幹

① 神経路の中継
② 自律神経系の中板で情緒表現・物質代謝・体温・禄阪の奇書

節、呼吸器・循環~iJ・消化器などの議節をする。

脊髄

①反射

②興奮の伝導

③ 自律神経中枢(高伎のや枢の支配を受けている)

(5) 小脳のはたらき

① 筋肉運動の調節

② 身体の平衡(姿勢)の調節
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運動を議節するための大目i語、ノト脳、筋肉間の神経連絡で、あるP{ま大脳皮質逐動綴から下行する錐f本路

で悩窓漆動を支配する主婆な神経経路である。

A{主筋紡錐から上行する知覚神経であり、これがノj、脳にはいり一部はD経路をまfて火脳ヘインパルス

を送り一吉Ijは8経路を経てインパルスを筋lこ送りかえす。

これと別に大脳皮質は種々の知覚を総合してインパルスを小脳ヘi返る c

このようなABCDの神経経路はフィードパック・システムを形成して運動の調11かい誠27iを反射的に

行なうの

〈主主の営み〉

E主きている…・・反射活動・調節・作用… 000脳卒卒・平手総系

主主きていく

たくましく…・・本能行動・情動行動…日大脳辺縁系

う ま く……適応行動}
~ ..0・H ・......・ H ・-大脳新皮質

よ く…・・創造行動j

2 J:t奴神経機能の概観

最近では，次の各項は常識化してきている O にれらを

科学的基礎として体育実践活動の考ー察に生かしてし、かな

ければならないと考える。

(注)(1)大阪新皮質の機能と特徴~(5)小桜のはたらきま

での図解・説明は印臓の者15合で 6~8 ページにあ

りますので，ふり返ってお読みドさL、。

3 集鹿本能

祭出本能が底辺にあって社会がつくられるのである

が，他の遺伝的欲求に比して極めて強いものであること

が，名古屋大学での笑験でillE切された。社会から切り離

して完全孤独にすれば，人間は一体何回もつかを実験し

たので、ある。どれほど意思堅留で，健康な人でも， 2 S 

白から狂気の状態になり 3日もすれば気が狂ってしま

うのである。そして，これほど強い集団本縫合人間はな

ぜ;忘れているのかといえば，脳にも慣れという習後があ

るからである。空気や水などが大切なものであるのに，

王子言葉忘れているのと肉じように，身近なものほど忘れる

ことを指議している。

五 情動の陶;台

猪飼氏は，教育生理学で「情動の教育こそ，いま人間

にとって最も必要なことであるJとして，次の事項を強

調している。

1 情動脳i主人聞の活動力，エネルギ一発動の源であ

り，意志のエネルギーはここから出ると思われること。

2 情動脳に対する前頚糞からの抑制

人間のすべての欲求何日ed)は，情動脳から出てい

て，それに理知〈前頭葉〕の方から抑制jが加えられるよ

うになっている。社会性の訓練とは，この抑制を適当に

加え，欲求の満足に方向性を与えるように， トレーニン

グすることである。

3 欲求の自由な発現と適応性の卜レーエンゲ

情動なおさえすぎると，人間のこころに殻ができてく

る。青年期の情動は，はげしく，そのエネルギーをたく

わえてくるが，これをとじこめておくと，こころの毅は

益々強くなってくる。そして，ひとたびこの摩くなった

殻を割ると， トレーニングされていない狂暴伎をもった

情動があふれでる O しかしもしこの青年たちも，幼

年の頃からの，自由な反応や，思想の発表が，中学3年

以後になっても保持されるようになっていたならば，こ

うしたこころの殺は形成されず，情動は十分にお互いの

i習で批判をうけ，修正され，社会という環境をふまえて

の適応性のトレーニングがなされていくにちがし、なし、。

そうすれば， 努力によって押えつけなくても， 情動は

「秩序Jと「方向」とをもった「意欲」とし、うかずこちた

もつようになっていたにちがいない。

4 情動の教脊はどうしても，身体を透して行なう必

婆がある

情動脳をコントローノしするには，前頭葉からのコント

ロールが大きな役舗を采Tこすことが，生理学的にもよく

わかっている。しかし，前頭葉からのコントロールだけ

では不十分である。身体的労作や，身体的感覚を溺して

の情動脳の興奮がなくては，情動のコントローんは定着

しないのである。 情動脳のトレーニングは，こうして，

上方からは，大脳新皮質，とくに前頭葉からのインパル

スにより，下方からは，脳幹・脊髄系からのインパルス

によって，まとまったものになるということができょ

う。こう L、う立場から図をつくった。

下方からのトレーニング，脳幹・脊髄からの制御とい

うものが，これまでの教育科学でややうとんじられてい

たものであり，また人体生環学でも，あまりとりあげら

れなかったものである。しかし，新しい脳の生理学や体

車極度
う二 重す

こころの事t育

力らだの教育

〔機能構造〕 〔トレーニンデ]
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私の考える体育の一端

7守生理学は，こうした働きかけが，人間形成に大きな役

認をもつことを示唆している。

5 1費動脳のトレ一二ンゲのための身体負荷の処方の

研究

体力づくりのための身体負荷の処方というものが研究

されていると同様に，情動脳のトレーニングのための身

体負荷の処方の研究が成り立つわけである。

6 身体を通しての情動教育の方法としてのスポーツ

活動の役割

スポーツは現代的意味において，身体を通してのh'l動

教育の方法として，大きな可能性をもってくる。

i脅動目認の制御は大脳皮繁からもできるが，それは知識

によるもの，濠性によるもの， JWち現知によるものであ

るO ものを知り，人を知り，己を知り，社会を知ってい

るがために，情動を調整することができる。自分の欲惑

の限界を知り，これを意志によってとめることができ

る。そして情動は暴発することなく，こころは平衡を保

っていくことができる。

しかしひとたび情動脳の興奮が様めて高く，情動の

発動が極めて激しいものであるときには，理知もこれを

おさえることができず，不覚にも，こころの苦しれを暴露

するに至る。このことから，情動脳の興奮が最高度に高

まったときにも，これを制御するトレーニングを実施し

ておくことが必婆である。スポーツはそのようなトレー

ニングの場を与えるものといえる。スポーツでは，のつ

びきならぬ瞬間，心身ともに最高度の興奮をしていると

きに，左ずべきか，右すべきかの判断を下しそのタイ

ミングを違うことなく行使するために， '1誇毅!の強い制御

を必要とするのである。これは安静なときには，とうて

い考えられない f場Jであり， t脅動脳のトレーニングに

緩めて有効なものであると考えられる。これは，こころ

の殻を磁るためにも役立つで、あろうし，殻を破ったあと

に現われる機動の状態安， 自らながめ，自らを知り，自

らこれを教育していくよい機会であると思われる。

7 教宥計醤における体育時間の不足

身体のトレーニングと情動の陶冶にあわせて，知性に

よる技術教育も含む全人的人間形成を図的とする学校体

育においては，身体運動の時間が十分でない。人間形成の

立場から，教育計爾の中に遊戯活動やスポーツ活動の時

間を多くしなければならないこと安強調している。(ナ

γシュの年齢別必喜芸大筋活動時間参照)

8 人間の総合体としての把援と安全教育

安全教育への寄与の項で，行動の総合性を図にかかげ

て，次のように説明している。安全教育の目的は，個人

または祭主自の安全能力を開発し，強化して等放を防止

し災害を免かれる態度を養成し行動を習機化させる

ことである。しからば安全能力とは何か。人間に対する

理解の仕方のーっとして人腐の「カラダJ，iアタマJ，

「ココロ」の総合体として捉える。「カラダJは形態と

機能の2つの変数を含む凶数と考える， iアタマjは知

能と知識の2つの変数を含む函数と， iココロjは性格

と情緒と情操の 3 つの変数を会主f~語数とする，函数総合

体として捉える。従って「安全能力とは，この総合体を

安全化する。総合体自体の行動を指しその行動は環境

を安全化し，服装を安全化し心身状態を安全化する可

能性をもっjと規定している。

安全能力の概念

同九七

同凶一

(Sotoh 1967) 

く参考〉

年齢}jIJ必婆大筋活動時間(ナ γシュ)

7 

6 

50 

5 

4 

3 

。
，
“
唱
E

a

A

υ

時

間

25 35 3 6 9 1214 19 

年齢
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教育学部紀要第 20号

第2輩
〈参考〉

人間が遺伝的傾向としてもっている欲求

(遊戯活動の動因としての欲求)

体育の科学的研究に方向を与え，その結果に意味な与

え，これを統合する哲学的基礎として史人潤の本質，身

体の本質，技術の本質，および身体活動の特質等につい

て，深く考究することが肝要であるO ここでは， )11村氏

の審議を中心にして，人間の本笈(生命的存在と行為的

存在，)および体育の技術の本質について，姿約すると

ともに，体育の在り方について，言及することにする。

猟
ど
す

狩
ス
対、zh

品
ず
抽
山
山
作
作

拙
腕
前
川
州
制

t
 

、4
4

争
奇
ド
欲

閤

脚

部

町

一

切

匂

j 逃避逃走、所有、i模倣、宗教主どの
欲求

(勝利純醐
望書美、虚飾などの
欲求

|自時締本能 1，.一一 J~rr らし ~'H験;:
」一一一Jt¥ 1，ける計、求

i11' 峨依子、¥
食欲、飲、 ¥ 

:¥ 、J安全に対するriJ;、
物詩 ¥1求

路線訣 i¥ 
材、整 1、

認識されること

渓 lib .. :'に対する欲求

tJ己 j;!JI 
人閣の本質

体育は先に述べたように，個人の活動とその活動の結

果としての人間形成に自書するものである。したがって，

体脊の対象は人間である O そこで， I人間とは何かJ と

いうことを考えてみなければならない。ここでは，生命

的存在としての入院と行為的存在としての人間について

考察する。

i色彩、形態、音響、
{運動律動に対する

lf品求

l…婚親としぐの堂、友
靖、博愛などの欲

求

美に対する欲求

画画、 J

巨EE:;:¥if山
i生

i集団の一員たちん
とする欲求

「一，t> 西日
れー十一恐 れ
'--I立、-57う、 L7うずり

(乳児(2 歳ら歳)

o，t'資動は欲求に対する感情的側面ても顕著な身体的
生理的変化をともなう。

。社会一般に承認された様式を遜してのみ憐絡を

表現しようと努める o

。情操は知的、美的、道徳的、宗教的価値意識に

よって支配される情緒的傾向性である。

生命的存夜としての人間

1 人間は生きているものである

「人間をして人間たらしむるもの，人間の本質の徴表

l土"主主"である。人間は生によって入閣をとりまく"無

生物界"から区別されるJのである O われわれの日常生

活は，われわれが生きているとL寸事実に立って，はじ

めて可能で、あるO このことを認めることによって，はじ

めて人問について語ることが可能である。「人間は生物

的，心理的，社会的，形頭上約次元を統合する存在であ

るが，それには人間存在を根本的にとらえる基本的カテ

ゴリーがなければならなし、。おそらくそれは生命という

カテゴリーであろう。生命について考えるためには，先

ずもって，生命体である生物を問題にしなければならな

い。人間が生物的次元にあるということは，決して人間

の諸次元の下者sに位することを意味するのではなく，人

間の諸次元に汎遜的な，基礎的なものを意味すべきであ

るJ人間の本質や現実的な姿は上下の関係や価値の比較

として考えるべきものではなく，かえってそれらが分ち

がたく統合されるところに，人間の具体的な姿があると

みられるのである。

A 

'I~足

「一大得 lJ;
びー十--}"!'i- び

り

!ù在:ll.~
イ，:i筒 ;E

失ち~!

うらやみ

悠り

しっと

併
で
仙
川
て
仙
川

重露

「 主主

いー十一ムH 十川

し，槻
び〉

重喜一一一興

動(情緒)の発達

{給

'1九

「
ト
ー
し

務一一一噴き

快l;

情

長iq
i
 

司王

嗣t
d 、

'J，'，l 

事詰

(新

!!l! 

われわれ人闘は，単なる生物につきるものではなく，

知性や意志をもっていると主張されるであろう O しかし

その知性や主主志は，この生物的基底を超越して発動しう

るものではない。人間が生命的，生物的存在であるとい

うことは，人間の存在宅ど基本的に規定するところの不可

欠の事実であるといわなければならない。
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2 人間{ま生活安営んでゆくものである

生命についてはi:古代の神秘的生命観は除かれて，織

かな物質的な基礎によるものであることが，明らかにさ

れつつある。新陳代謝，栄養，反応運動，生長，主主殖，

感覚など，いわゆる生命現象は，すべて生物体を構成し

ている物質の化学的変化ならびに物浬的変化によるもの

であると考えられている。

これらの生命現象は，生物本来の営みで、あって，主主命

を維持していくための自然のメカニズムによって行なわ

れるものといえよう。生物の構造，人体の構造はこれら

の生命現象が円滑に遂行されてゆくようにつくられてい

るのであって，その構造は常にそれに応す晴る機能を伴っ

ているのである。

このようなメカユズムに基づく人間の生れつきの傾向

は，かつては本能とよばれていた。例えば，エネルギー

の欠乏に対する飢餓感，未知のものに対する恐れ，危検

なものからの逃走，攻撃に対する怒りの情緒とそれに伴

う身体活動などは，自己保存の本能に対するものであ

り，異性に対する愛や母性愛とそれに基づく行動は，種

族保存の本能のあらわれとして説明されてきた。今日で

は，このような本能という概念を用いることは少なくな

り，それらを一つの傾向として認め，それが環境との関

係によって，いろいろの形で発動するものと考えるよう

になってきた。これが，別の留からみるとき，適応ある

いは順応とよばれるのである。

1) 人間の生後に形成される行動範歯iま緩めて大きい

人間をもふくめて生物は，環境からの影饗と環境への

働きかけとによって，そのi:f::.活を営んでゆくものであ

る。しかし，これらの活動は，生物の段階が潟くなるに

したがって，変化あるいは修正の可能性が大きくなって

ゆく。一般に下等動物の行動が先天的固定的であるのに

対して，人間の行動には，後天的に習得されたものが多

L 、。人間が殆んど完全に努僚によって環境に適応するの

に対して，昆虫類は本能のみを媒介として環境との問の

バランスを確立する。

人間は誠に未熟な姿でこの世に主主れ出るのであり，そ

れに応じて，生後に形成される行動の範閣は緩めて大き

いのである。この後天的に行動様式を形成される可能性

が大きいということ，すなわち，学習の可能性の大きい

ということは，われわれ人間の教育の可能性の線底であ

って，ここに人賂の特性を見出すことができるO この可

能性を信頼するところに，体育もまたその主主義をもつこ

とができるのである。

2) 個体および種族の生命の維持・存続は生物の根本

的要求である

生きているもの，生活するものとしての入院は，環境

に適応するように自己の行動を形成してゆくとともに，

環境を自己に適合するように改善してゆくことができ

る。この適応の能カは驚くべき高ざと広さをもっているo

過去より E晃代に~る多くの文化は，人向のこの能力を如

突に物語るものである。

この適応は， 21Uの立場よりみれば，個体および種族の

生命の維持・存続という生物の根本的要求のあらわれと

みられることができる。それ故，われわれ人間も生物と

して，その生命保存について，大きな関心をもたなけれ

ばならなL、。そして去をし 「生命保存の法烈JとL、うべ

きものがあるならば，体育は当然その法則に従わなけれ

ばならないであろう。アレキシス・カレノレの「生命保存

の規刻Jは参考になるであろう。

(1)生命保存の規刻第1

他人においても自己においても生命を破壊しでは

ならない。さらに生命を破竣することのみでなく，

それを傷つけ抑圧し，脅しめ.その笑l'i1，、を変えるこ

とは良くない。このような行動は禁止さるべきであ

る。また消極的{こ不節市IJによって生命を傷つけるこ

とも許されるべきでない。

(2) 生命保存の規則第2

生命を保存するには、それを被援しないだけでな

く. さらにそれをより大きく，より深くーより大月旦

に，より喜ばしいものにしなければならない。そし

てこの綴郊に従うための規剣は「身心の構造が導か

るべく求めていくように導くことにある」

3 人間の本質は「死Jを自己の問題として自覚する

ところにある

人間が「生きているj とL、うことは，他爾からみれ

ば，人間は「死するものJであるということである。偲

体としての人間の生命は，受給にはじまり，出生によっ

てその倒体性を明らかにし成長・発達の過程宏緩てや

がて老褒に向い，死によって，その生命は終駕を告げる

のである or生あるものは必ず死すJということは， r生
きているものJが当然たど、らなければならない動かすこ

とのできない事実である。

生命が化学的，物理的変化の過程として説明される如

く，死もまた化学的，物理的過緩の上から説くことがで

きるであろう。しかしそのことは，生死に対する人間

の禁脳を解消することとは別のことであろう。生の延長

に対する熱望，死に対する不安は，現代人にとっても依

然として否定することのできない問題である。人間とい

うものは， r:rEJを自己の問題として苦悩するところに，
その本質があるというべきであろう。

f死Jはどうにもならない絶対的な性格のものである
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が，このことが，各個人自体の問題として自覚するとこ

ろに，人間の本質があると考えられるのである。そのと

き，われわれは.1生きているj ということが如何にかけ

がえのないま愛護なものであるかを覚えることができる。

死の自覚を伴ってはじめて，われわれは生のきびしさを

知ることができるのである。 I1:Jと「死Jのこのよう

な自覚から，われわれは自己の生命の尊さ，鱗悶瞬間の

重大性を自覚することになる。われわれ人隠は，人間の

生き方に関心をもたざるを得ないようになる。

4 入聞の本質iま「よく生きる」ことにある

人間は識に驚くべき学潔の可能性と大きな適応能力安

持っている。この適応、のメカニズムは，王手に人間の内的

平衡や環境とのバランスをとるのみではなく，より高次

の平衡を求めて常に動いてゆくものであると考えられて

いる。一般自然、現象においては，すべての動揺は平衡へ

の勤務である。あるいは王子衡に至るまで動揺するのに対

し有機体においてはより動的になるために，より高度

の平衡に入ろうとするのである。あるいはより生命的に

なるためにより動的になろうとするのである。生体にあ

っては，もしそれが単なる平衡に入るなら，それは死に

外ならないのである。このような高次のものな求めて動

くわれわれの本来の傾向は，生死の自覚によって一層明

らかにされるのである。If乍られたものJから「作るも

の」へ，つねに動いて止まない人間の創造的・弁証的な

活動は，この生命活動の表現ということができる。

このことは，言葉をかえていえば.iよりよく生きるJ

ということである。人間はその生命活動として，つねに

より高次の平衡を求めて動くものであるが， また生命

の，瞬間のE重大性を自覚することによって.1よりよく

生きょう」と決心することのできるものである。このよ

うな人慌の本来的傾向と，より潟い生命活動を求める人

間の決意によって，人間の文化は築き上げられてきたと

いってよいであろう。いわば，文化はわれわれの筏先の

長い隠にわたるよりよく生きょうとした努力の結晶であ

るo人間を文化創造的人間とか，康史的人間とみる入院j

観は，この人間のよりよく生きょうとする努力，あるい

は指導部の重大性を自覚してよりよき活動への決主主をする

ところに人間の本質を求めたものであるといえよう。

オルテガは，技術を人関の本質的特性としてみようと

しし，その技術を，人関の「よく生2き?るJ iよく在るj こ
とと向窓言語苦に解釈しているO し

「よくE生主きるJことにあると言言雪つてよいでで‘あろう。

人間は，生命的存在として，生物学的基礎に立ってい

るものである。しかし人間は生命を単に受動的に生きる

ものではなく，生の否定としての死を媒介として，生を

積極的，能動的に「よく生きるJものでなければならな

L 、。

体貫主ちど主l!，-~t主~_:!.主聞を生食Íi"JJfJ主主 v-c~塾

長'ーを厚生命…を且堂豆J手生J一瞬!理空護主坐立開覚1-e_一
生~J戸主主り尊雪之二主な主主生命の尊厳1主主明絞?号把f嘆
することが主主本的な問題である。

B 行為的存者Eとしての人間

1 動物の行動と人間の行為

一般に有機体の活動は，有機体とその環境との相玄関

係によって営まれるものであると考えられている。そし

て下等動物においては，その活動は固定的であるが，入

院においては複雑な変化，修IEの可能被をもっている O
これは，下等動物においては.1関体の構造や機能が先天

的に関定しており，環境もそれに応じて一定の構造をな

すものとみられるのに対して司入院は多くの可能性をも

った未発達のものとして生れ，その環境は物的・自然的

環境であるとともに文化的・社会的環境として複雑な構

迭をなしていることを意味するものである。したがっ

て，人間の活動は.1間体と環境の複離な， しかも動的な

創造的相互作用によって，緩めて複雑な様将をもったも

のになる O この人間の活動を，他の動物の活動と区別し

て，稿者を人間的行為といい，後者宅ピ動物的行動といっ

ている。そして人間の行為は後天的に形成された行動様

式であるとしている。

2 人間の活動の本質は技術的行為である

人間の行為が後天的に形成されたものであるというこ

とは，人間が生後の発達に伴って，動物の段際にみられ

ない新しい行動の様式を獲得したということに外ならな

い。新しい行動の様式を獲得していくプロセスは，人間

の知能あるいは知性の発達にともなうものである。 L、L、

かえれば，人間が動物と異なる行動様式を発達させたの

は，人間が知性をもっているということによるものであ

る。

人間は自己の過去において為したこと，現在為しつつ

あることを知るものであり，そのことに2毒づいて，これ

から為そうとすることを企画することができる。そして

自己の身体の限界内において，自己の為そうとすること

ができないときには，道具を工夫するに至るのである。

道具はその意味では，人間の身体の延長であり，人間の

知性を表現するものである。

人間を道具を作る動物とみる人間観は，工作的あるい

は技術的人間観であるとみてよいであろうが，この人間

綴の基礎は，人間の活動の本質を，技術的，製作的なと

ころに求めようとするところにある。たとえそこtこ特定
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の生産物を{乍らなくとも，つねに人間自体の生活を広く

知性の表現として建設してゆく技術的・製作約行為とし

て，人間の行為をみることができるであろう O

3 人間の活動はすべて人格の表現であ~

人間の行為は技術的なものとして，知性の表現として

の性絡をもっているものであるが，それはまた人格的な

ものと考えられるものである。人格の概念は， i人間の

活動の有機的な全体Jであるといわれている O 元米，人

間の活動は，金一体としての有機体をあげての環境に対

する反応または働きかけであるから，入閣の活動はすべ

てが，人格の表現と考えられるわけで‘ある。しかもそれ

は，人間の知伎の表現であり，環境と一義的に総合した

潤定的・必然的な活動と異なるものである。

また人格は，教育学的には「再生に社会的環境に対する

{混入の適応の特有な枚方をあらわす潔苦言体系の統合につ

きるものではなく，努力によって発逮ずる可能性を含む

過程と結果の統ーとしてとらえなければならないJ 従

来p 人格とL、う場合には，この努力の概念がふくまれて

いたと考えられる。重きするに，人間の活動は，全一体で

ある人間の反応として，その偶人の欲求，意志あるいは

知伎を表現するものであるから，倫理学的，教育学的，

および心理学的な意味をふくむものとして，人絡を把握

すべきであろう。

人間の行為は，動物的行動を~定しては成り立たな

い，動物的行動に基づきつつも，これを超えて，知伎の

表現として，よりよく生きる努力によって，形成されて

ゆくものである。

人間の行為が，変容の可能性をもっているということ

は，人間の行為は知伎の表現であり，技術的で、あるとい

うことである。このことは，門学られるものJとしての

自己が，さらに自己を「作ってゆくJことに外ならなし、。

この点で，人間の行為はつねに創造的な性格をもっとい

わなければならなL、。人郊の行為は，それを本質的に追

求するときは，以上のような技術的，人格的なものと考

えられるのである。

動物の行動と比較して，人間の行為を簡単に図式化す

ると次のようになるであろう。

動物的行動一一先天的様式一一間定性，必然性

人照的行為一一後天的様式一一自由枝，創造性

学習(変若手)=知 性・主主 主主、

(技術性) (人格段)

4 入荷の行為は社会的・箆史的行為である

人間は，現実に，他の多くの人間との関係をはなれて

存在し得ないのである。したがって，人聞の行為は必ず

何等かの意味で，他人との関係をもったものでなければ

ならない。人間は常に俗人化の要求をもっと問符に，社

会化の聖書求をもったものであるといわれるが，この{閑人

化は主士会を予怨することなくしては意味のないものであ

る。それ故，傍人化の態度はまた社会的態度の表現と考

えられるのであるO このようにみるならば， i人間は社

会的動物であるJということは，生物学的な怠!珠におい

ても，社会学的な意味においても，あるいは俗人と役会

とL、う鷲学的な点からも，否定できないであろう O この

ようにみるならば入院の行為はその本質において，社会

的行為というべきであろう O

人間の行為は，社会的行為として，広く文化，制度，

階級，パーソナジティーなどの閣から説明されるもので

あるが，この立場は伺l待に歴史的な立場でもある O

われわれ人間をとりまく環境は，物理的あるいは自然

的環境として一定の空間的拡がりをもっているが，それ

はつねに人間の生活に意味をもつものとして，文化的，

社会的な環滋である。そしてこの文化的，社会的環境

は，空間的性質をもっとともに，過去・王立夜・未来の時

間的性質をもつものである O

人間の環境は，人聞によって作られたものであって，

そのことによって却って人聞に働きかけ，さらにまた作

られてゆくものである。したがってそれは，時間的・歴

史的なものでなければならなL、。

また人間それ自体は，身体的存在として一定の空間的

位置を占めるものであるとともに，それは刻々成長・発

達，あるいは老化の過程を緩てやがて死すべき遂命を背

負っているものである。人間はこのような空間的，時間

的に限定された存在である。しかし人間は単なる時間

的，受照的存をではなく，身体的・空間的限界を超えて環

境に働きかけてこれを改変しコミュニケーションによ

って多くの人々と関係しさらに人類の遠い過去に恕い

をはせ，将来に希裂を描くことができるのである。この

ように考えるとき，人間の行為は，社会的・歴史的な環

境において，社会的・歴史的な人間が行なうところの行

為であるとみられるのである。

社会的というときは主として空間的な主主味が，際史的

というときは時照的な芳、味が，表現されると考えられる

が，人隠の行為においては，社会的であることと歴史的

であるということとは突は一体なのである。

われわれ人間は社会的，療史的な存夜であり，その人

間の行為も当然，社会的，歴史的行為である。こうした

意味からわれわれは人間をそれぞれユユ -!Jな間体と

して把握することになり，その行為も，特定の時間的構

造をもった一回限りのものと見なければならないことに

なる。
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5 人間iま「永遠の現在に生きる」のである

本来， J過去は過ぎ去ったもの，作られたもの，あるい

は出来てしまたこととして，現在と独立したものであ

る。しかしそれは作られたものとして，現在宅旨規定する

ものとして，現在に速なっている。「復水は盆に返らずJ

というi訟がある。水をひっくりかえしたとL、う事業はす

でに出来てしまった過去の事実として， どうすることも

できなし、。しかしその事実は，現在の私にそれを仕方

のないものとして総らめさせるか，またはそれを今後の

戒めとして新しい決心を誘うか，あるいはその他の行為

を導くものとして， {可等かの影響を与えている。

未来はまだこないもので現存しないものである。しか

しそれは，期待・希望として，可能性として，現在に作

用している。そして過去は必然的なもの，米米は自由な

ものと考えられる。われわれの環境は，人間によってす

でに作られたものとしてわれわれに働きかけているので

あるが，その働きかけに一方的に押されることなく，そ

の働きかけを自分の手で受けとめることによって，かえ

って自己の意志，希主義によってその環境に働き返し，こ

れに改変を加えうるものである。

王見殺とは，過去でも未来でもなく， しかし過去と米来

を包摂し，過去の必然を米来の白痴に転換する決意、の瞬

間である。そして現在はつねに過去となりつつ，われわ

れの負荷となってわれわれを束縛しつつ，つねに未来に

i匂ってその活動を展開してゆくのである。われわれ人間

が生きているということは，突に，この現在におし、て生

きていることに外ならなし、。人間は常に「永遠の現在に

生きる」とL、うのは，このことをさすのである。

過去を単なる過去として忘却の測に投げ込むことな

し未来を単に来なものとして無関心に眺めることなく，

これを常に現在に生かすこと，さらに別の表現をすれ

ば，過去の出来事をよく考えることによって，未来の生

き方を慎重まに計画しよりよき生活の建設のため決意し

て行為するところに，現主Eの意義があるのである。した

がって過去→現在→未来というような物理的な時間は抽

象的な時間というべきであって，人間の現実に生きてい

る時間は，未来→現在←過去である。

人間が生命的有限的な存在として，その生命を刻々に

生きつつ而も死に近づきつつあるその一瞬一婚を侭もの

にもかえがたいものとして愛惜しなければならない。わ

れわれの生命は，この自己の現在に生きつつある一瞬を

除いては存在しないのである。この点を正しく理解する

ことは人間の根本問題ともL、うべきである。

現在とは，思索的・抽象的な現在ではなく，lEにわれわ

れが今，現に生きて活動している現在である。よりよき

明日を建設しようと活動している現在でなければならな

い。われわれの行為は，それがたとえ人に知られないも

のであろうとも，本質的に自己及び民族の将来に，何ら

かのかかわり合いを持つ康史的行為である。そして行為

することが，突にわれわれなして社会的・燈史的手子在た

らしめる要件である。

体育における身体活動は，本質的にこのような行為の

意味を含むものである。体脊の主体である偶人偶人が，

人間の行為の本質を圧しく理解し，自覚ずるように指導

する必要を痛感するものである。

E 技術の本質

体育においては，運動の技術が主主要な手がかりとなっ

ていることはいうまでもないが，この技術とは一体どの

ようなものか。

1 技術の本質

1) 技術の本質は知性の表現であり創造的である

人間の行動は環境の性質によって変るものであると同

時に，環境を自己に都合のよいものに改造していくこと

ができるのである。人間が道兵を発明したことによっ

て，この環境の改造は，まことに広範閣にわたって行な

われるに至った。人間が環境を改造してし、く行為な技術

というのである。技術は人間の知伎の表現であり，知憾

の本質は創造性にあるとするならば，技術は創造的であ

ること，物をつくるところにその本質があるといわなけ

ればならなし、。

2) 技術の本質は震史的・形成的である

物を作るということを広く解するならば，われわれの

行為はすべて物を作ることによって自己を作ってゆくと

みることができる。われわれの行為は環境形成的である

とともに，自己形成約である。入閣は環境から作られた

ものでありながら独立したものとして逆に環境を作って

ゆく。このように形成的なものとしてわれわれの行為は

康史的である。技術の本質は人間の行為として歴史的・

形成的なところにある。

3) 技術は環境との関係で考えられる

技術というときは，生産的技術の慈味に解されること

が多L、。これは生産活動の人間生活に占める役割が大き

いことによると考えられるが，技術には，生産技術の他

に，社会的技術，人間的技術あるいは心の技術という意

味のものがある。技術は環境との関係で考えられるもの

であるが，その環境はいろいろに分けてみることがで

き，それに働きかける技術も異なった意味をもつことに

なる。
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{自然環境一一知的技術
z外的環境 1

社会環境一一時社会的技術
環境 i
! 一人間的技術
1内的環境一身体・精神或は心の技術

自然環境を対象とする知的技術は，自然科学をその基

礎として著しい発達をしている O 人間的技術というの

は，主体である人間が自己自身に働きかけてこれに形を

与えることである O 社会的技術は，種々の社会組織や制

度あるいは道徳の形成に関連するものである。

4) 技術は意志、によって発動し環境の制約を受ける

現実の技術は，人間の行為として，一方には人間の意

志によって発動しつつ，他方においてはそれぞれ環境の

制約を受けるものであるO

自然環境に対する知的技術は，身体を道具として使用

するものとして身体的制約を受ける。しかし身体の延長

としての遂ゑ・機械を作ることによってその限界を越え

ることができる O そこでは，人間の意志は後退して，逆

に人間は機械のもつ必然性に従属しなければならなくな

る。

人間の交り方としての社会的技術も，これが制度とし

て，習慣として形成されると，逆に人間の活動を束縛す

るようになる。そこで受に新しい人間関係，社会関係の

あり方に対する社会的技術が要求される。しかしこの社

会的技術は，稜々の生産関係を通じて結ばれる社会の技

術として，自然潔境に対する技術を無視して存在するも

のではない。

人間的技術においても同様であろう。そこでは，人間

の心，精神は身体によって表現される。それゆえ，人間

の身体という自然的条件を越えた人間的技術というもの

は存在しないであろう。そしてまた人間は必然的に社会

的関係にあるものとして，その技術は社会的技術でなけ

ればならないのである。

緩めて大雑把な観方であるが，技術はつねに自然、的・

必然的・客観的な面と創造的・主観的自由の混とをもつ

ものである。そして内的，外的環境に対して全体的・統

一的なものとみられるべきものである。

2 体育の技術

1) 体育の技術iま人間的技術である

体育における身体活動の技術は，主体である人間が自

身に働きかけて，これに形を与える人間的技術として考

えることが妥当である。しかし人間は自然的生物的存在

であるから，その自然的・必然的法郊の支配をまぬがれ

ることはできない。ましてその環境は自然的環境をふく

むものであるから，人間的技術といえども自然的な知的

技術の性質を除外することはできない。問機に社会的主義

境に住む社会的存住としての人間の技術は，また社会的

技術でなければならない。それゆえ，体育における身体

活動の技術は，知的，社会的な技術の面をその内に含む

ところの人間的な技術ということになるであろう。

体育における身体活動は，一般に遊戯，スポーツ，表

現的運動，形式的運動に分けられるのであるが，これら

はまたそれぞれに応じた技術的な立場から見ることがで

きる。遊戯・スポーツは，集団の遊び，チームのスポー

ツとして社会的技術であり，用主主を支配し，または用具

に身体を遊応さぜてゆく運動として自然的法則に対する

技術であり，表現運動は自己表現の技術であり，形式的

運動は身体形成の技術であるとそれぞれ考えられよう O

そして，自己表現，身体形成の技術は人間的技術とみて

よいであろう。遊戯やスポーツの技術は，欲求満足の技

術，緊張解消の技術としても考えられるであろう。また

スポーツマンシップといわれるものは社会的技術である

が，それは滋穂、約な技術とみることもできるであろう。

2) 体育の技術の家質は人間自体を創造していくとこ

ろにある

技術の本質は生み出すところにあるといわれている

が，その生み出すものは，客観的な作品あるいは製品の

みでなく，主観的な心のはたらきや健康もふくまれるも

のである。体育における身体活動は何かの意味で技術で

あるが，それはつねに人間自体に返るもの，身体的、精

神的，社会的に健康な人間を形成するとL、う意味におい

て，つねに人階段体を創造していくところにその本質が

あるので，それは人間的技術である。体育における技術

はこの技術を通す以外に人間形成という目的を来すこと

の出来ない重姿なものである O その意味で体育は技術を

除いては考えられなL、。

体育における技術は，このような人間的技術であるか

ら，尊重に記録を高めるとか，試合に勝つとしづ客観的結

身さを追求するところにのみその本質を求めるべきではな

い。これらの客鋭的結果に対する努力が，人向自体の形

成にはね返っていくものでなければならない。体育にお

ける身体活動の練習，技術の修練はこのような理解に立

って行なわれるべきである。

3) 体育の技術は自然科学の研究に基づかなければな

らない

技術は身体的なものとして，自然、の法郊に従わなけれ

ばならない。身体¥t物体として，一定の大きさと重量さを

持っている。したがって身体的技術は，物体として自然

科学的法則に従わなければならなし、。カ学の原理を無視

した技術はなりたたない。生理学的限界を越えることも

できない。この点で技術は有限的である。この法則を無
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視するとき，技術はその機能を楽し得ないか，身体は損

傷を受けるかのどちらかである O 合理的な技術は身体の

a然科学的研究に基づかなければならなし、。
4) 体育の技術の本質iまエネルギーの消費を最小限ま

で縮小するところにある

体育の技術はつねに「経済の法刻」にしたがうもので

なければならない。「経済の法則Jとは，絞少のエネノレ

ギーの消費を以って最大の効果をあげることである。熟

練とはこの経済の法則に合致することである。良いコン

トロールは不必要な筋の解緊によること，円滑な動作は

疲労の少ないことなどからみると，技術の本質はエネノレ

ギーの消費を最小限まで縮小するところにあるというべ

きであろう。

5) 体育の技術の本質iま創造的な衝にある

技術は合法則性を持つと同時に，物を{ヤり表現してい

く創造的な面をその本質としてもっている。たとえば表

現運動をとりあげてみよう O そこでは有限な身体を以っ

て，無限の表現をしなければならなL、。限られた物を以

って，限りないものを表現すること“一一われわれはここ

に技術の象徴性合理解しなければならない。

われわれの 2ヌドの腕は，時には木の棄のそよぎを， 7売

れ狂う怒i擦を，あるいは大裂の広さを表わすことができ

る。またよろこびはずむ心，悲しみ泣く心を示すことも

宅ど信ずるところに，体脊はその意義きどもつものである。

このようにみてくるとき，体育の技術は単なる手段では

なく，手段すなわち包約，技術すなわち人間として理解

されなければならないことになる。

7) 技術練習の意義は人間的技術の本質にせまること

である

体育における技術練留の意義は，この技術すなわち人

倒的技術(人筒形成の技術〕の本質にせまることであ

る。そしてその技術の練習は身体活動として自然科学的

法則に従って行なわれるとともに，経済の)京刻にさ当ては

まるように修練されなければならなし、。同特に，一層人

間的内容を深め，かっそれを自由に象徴イじすることにつ

いて修練を積まなければならない。体育においては，身

体の自由性は，技術の合理性と象徴伎によって得られる

ものであり，それは練習とL、う過程を通って高められて

いくものである。

:;'ÌL~とらり体塾ち一時上述j~}::t妻賢:墜ち壁Q華街f空きを

壁?と理解]ι'一暫鐸士主主Lと fこよ~2おき1ï;øJj明主型
数註堕空空"i:壬重要望!f惇震聖女占iぬるに}主予主とをF奪第±
るもので、ある。

第3輩 社会的原理の根拠

できる。人間の町立fJ以上に物をいうことがある。表 体育の社会的原理の基礎は，身体活動と人間との結び

情は顔面だけではない。身体は無言の言楽であるといわ っきを，過去および現在の社会について，社会構造，宗

れる。われわれの身体は，相手に対する尊敬の態度を示 教，政治，経済，思想等の爾から考察することである。

すこともできれば，軽蔑を示すこともできる。 ここでは，現代のヒューマニズムと体育と，民主主義と

われわれは，このように身体によって，自己の思想・ 体育とについて考察することにした。

感f脊を外にj句って示すことができる。この場合，その表

現されるものは，そのままの形で表わされるのではな

い。身体という限られた自然によって，無限の内容を表

わすには一一一例えば，絞られた紙のj二に点のように小さ

く飛んでいる鳥を撒くことによって大空の広さを示す絵

図におけるような一一抽象化と象徴化が行なわれなけれ

ばならなし、。表現技術とはこの抽象化・象徴化の技術で

なければならなし、。

6) 人間の技術はすべて自己を義務す~

人間の技術はすべて自己な表現するものとして，本質

的にこのような特伎をもっというべきである。それゆえ

に，われわれは，無心に動くスポーツ活動の中に，その

人の人間性を，あるいはその人の感情や思想の動きを見

ることができるのである。港着いたプレー，荒々しい動

作，洗練されたわざを感得することができるのである。

それとともに，この技術をそのようなものとして修練す

ることによって，人間そのものを形成することの可能性

! 現代のヒューマニズムと体育

1 ヒューマ二ズムの意味

7雪林では「ヒューマニズムとは，主主の価伎を人間のう

ちに髭き，本来の人間性，創造的主体性，人格的自由の

回復，擁護，展開を定、す文化運動であるJとしているO

務合氏の現代のヒューマニズムてすま「ヒューマニズムに

共通するものは，人間の生命，人間の{所信， 人間の教

養，人間の創造力を毒事愛し，これを守り，いっそう豊か

なものに認めようとする精神である」としている。 )11村

氏は「ヒューマニズムは人間主義であるが，それは人潟

を主張し，人間の権威を認め，人間を本伎としてそれに

興味をもち，それに愛をそそぎ，あるいはそれを尊愛ず

る一一、このような生活行動に関連をもっところの考え方

ないしは行ない方の一つの立場である。それはぎいかえ

れば，人間の本質を，その生命的行為的本質をIEしくみ

とめ，その人間をユニークな存在として尊重宝し，そのよ
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うに行動することであるJとしている。

また三木Jl:if土，現代ヒューマニズムについて，次のよ

うな点を挙げている。

(1) ヒューマニズムというのは，人間性と人弱理想に

かかわる一定の思想て‘あって，それはつねに，自然の忠、

想と結びついているものである。

(2) ビューマニズムは人間の解放を求めるものである

が，解放を求めるのは，少数の特権階級に対する大衆で

あるのがつねである。しかもそれは単なる解放でなくて

人間再生の要求であり，人間:丙生は新しい社会によって

なされると考えるものである。

(3) ヒューマニズムは人間形成であるから，それは行

為の立場に立つものである。人間は行為をすることによ

ってのみ自己を形成することができる。しかも人間が8

己を形成しうるのは社会においてである。しかし如何な

る行為も常に内I額約な人裕約な意味をもつものであるか

ら，良心と正義を;忘れてはならなし、。

(4) ヒューマニズムは単なる思想ではなく，生の感

情，心的態度として現われる。ヒューマニストは人間，

社会，文化の新しい歴史的な形を求めるもので， I日い形

に磁執するものではなし、。しかしそれは伝統を否定する

ことではない。伝統と鋭造，いわば必然と自由，過去と

米来の絶望襲っ場関に身をさらすことによって，新しい形

を形成していくものである。

(5) ヒューマニズムは教養な王室祝するが，それは簿識

や趣味のためではなく，人間形成の立場から求められる

ものである。単なる教養的貴族主義は排撃すべきである。

(6) ヒコーマニズムは，技術の窓味をIEしく理解する

ことが必要である。

2 現代のヒューマニズムと体育

現代においてヒューマニズムが強調されるのは，この

われわれの現在生きている社会に，それを強調しなけれ

ばならない原因が存在しているからにほかならない。現

代のヒューマニズムは，現代社会が人間を圧迫し、人務憶

を危機に陥れているという現実から生じたものである。

それはん、わゆる「人間疎外JとL、うことに外ならない。

1)人間疎外

今日の人間疎外の叫びの裏には，深刻な，あらゆる人

間にとってその人間伎を根本的に破壊し aその存在をさ

え危くするような状況があるのであるO

元来，人潤は生活欲求を溺すために，その精神と身体

を動員し文化〔制度や技術〕を発達させてきた。しか

しそれら文化は，一度形成されると，却って人簡を規

制しやがてそれを圧迫するようになるのである。われ

われは今日，極めて高い文化をもっているといわれる

が，それだけに，その反留である文化による規制を受け，

人間の危機をうったえるに至ったのである。

2) 機械の発達と人間疎外

人間は労働によって，生活の糧を得ていく O その過程

で，人間はその知性によって技術を高め，機械を作るこ

とによって，その労働力を高め，生産能率を飛躍的に増

進した。しかし物を作る工作的人間は，高度に発達し

た機械に対しては，その特質を失い，かえって機械の一

部となり，機械の過程に従うことによって，その存在郷

健が認められるかの如き状況となってきた。

マス・コミュニケーションの目ざましい発達や分業組

織の普及，さらに大王量生産による既成品の生活への穆透

など，現代の特徴をなす突に多くの社会的条件が，人間

の思想と行動とを機械化する方向に向っている。しかも

その上に，通信および窃勤務，IJ御の技術の飛躍的発途は，

従来人間にだけできると考えられてきた分野にも機械が

侵入することを可能にした。その結5誌は機械はわれわれ

の手たはなれて，しかも人間よりもー鑓巧妙に，かつ正

確迅速に仕事を遂行していくのである。

おそらくわれわれの仕事はよりスムーズにより能率的

になっているが，仕事は人格性を喪失してしまってい

る。こうした人格性喪失は危険なカに転化して、いる。仕

事の過程以外でのわれわれの思想、や生活でさえも，大部

分において規格化されてL¥る。このような事態において

は，偶{生とか人間伎は空虚な概念にしかすぎなくなる。

われわれは，巨大な機械の林の中で，機械的作業と規格

化された怨、怒と行動とに追いこまれ，自己を見失い，機

械の単なるーコマの如き状態におかれようとしているの

である。

3) 経済発達と人間疎外

人間の儲{箆は機械的尺度によって評価され，その倒人

の偲性や特性によらないで，その報酬や収入によって判

定される。そこでは鰭人は機能に解消され，実体的本質

的な生活内容は失われ，代替可能なものとなる。

4) 社会機構の変化と人間疎外

今羽の社会は，利益によって結合した社会関係が中心

となり，かつそれが複雑な紛の自のような組織をもつも

のとなってきている。

元来，われわれの社会は，家族とか近隣，あるいは血

縁によって結ばれた社会として発展してきたのである

が，機械や産業の発達とそれに伴う験業の分化などによ

って，人間の生活は著しく複雑化されるに至った。とく

に生産や経済が生活の中で大きな比重をもつようになる

と，そこに展開される人間関係のきずなとなるものは愛

情や尊敬ではない。お互いの利益を保証し合うことだけ
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によって保たれる関係て、あって，時には利益によって対

立し抗争する関係会含んでいる。

このような状況にあっては，人減は，機械的部分的労

働と，機械的組織的な人間関係との中にあって，自己の

8由意志や創造的意欲を発動させうる機会を喪失してい
かなければならなし、。これはまさに，人間の特質を失う

ことに外ならなし、。

われわれは，これらのことをときには意識的に明らか

に認め，ときには無意識的に漠然と感じとっているので

ある O そこで， これを人間に対する圧迫として，如何に

してそれを排除するか，またはこれから逃れることに習

しむ。現代のヒューマニズムは，こうした現代における

人間の状況において人間の回復を求めるものであるとこ

ろに，その特質がある。

5) 人間疎外と身体活動

このような人間疎外の照題に対して，遊戯・スポ

ツ・ダンスなどの身体活動は，どのような資献をなしう

るであろうか。これらの身体活動の特伎をみると，その

中に，人間疎外といわれる現代社会の特性と対日!史的なも

のを発見することができる。

遊戯は人間の本性に深く根ざした活動であるといわれ

ている。多くの遊戯説が説いているように，遊戯の動機

は人類に共通で，生来的なものである。 (P.10人間が遺

伝的傾向としてもっている欲求ー遊戯活動の動因として

の欲求参照)また遊戯は，労働と対比され，労働が強

制的であり結果〔生産物〉によって，その活動が規制さ

れるのに対して，遊戯は自由な活動で、あって，活動する

こと筏体に楽しみがあるといわれている。シラーは「人

は完全な意味において人であるときにのみ遊戯し遊戯

をするときにのみ全き人であるJと述べたことはしばし

ば引用されるところである。

遊戯の自由な全我をつくしての活動であるとL、う特性

には，分裂して生気を失った人間を，全体的人間，よろ

こびを知る人間に復帰せしめる可能性がひそんでいると

考えられる。またスポーツにも，この遊戯の特性がある。

スポーツは，今日では，高度に組織された勝敗を争う活

動と考えられているが，その語源を遡ってみると，慰

安・喜悦・娯楽・自分を楽します。あるいは愉快に出歩

くなどの意味をもった dispor七lreにある。しかし，ス

ポーツが遊戯と異なる点は，技術が厳粛な努カの対象と

なるところにある。このスポーツの技術は，いわゆる機

械技術の部分的単調なものと異なり，全身的全我活動で

ある O またスポーツにおける努力は，労働の努力のよう

な外部的強制的なものではなく，内からの自由な発動に

よる努力である。このようなスポーツの特性は，金我を

つくして自己の最高の表現を追求する芸術活動に粉通ず

るものがある。

ダンスは自己表現の活動で;ちる。それは芸術的な全我

的活動で、あって， 自己の内なるものを，身体によって表

現していく議びと満足せど伴うものである。

このような活動は，打算あるいは貨幣によって結合さ

れた人間関係とは異質の， したがって現実の苦痛から解

放された，喜びゃ愛情をきずなとした人間のかかわりを

促進していく可能性をもっているO

人間は，現実の生活に強制や抑圧，あるいは緊張があ

ればあるほど，それらの大きさに応じて，自由や解緊を

求めようとする傾向がある O

以上あげたような身体活動は，本来の人間性，創造的

主体性，人格的自由の回復・擁護・展開に主主獄する可能

伎を十分に含んでいると考えられる， したがってc...む

力主主、焦野生三ピプ三主主り二璽j縄三事f位L-L:畳

間ずべきであることな強調±主。このためには，現代ヒ

ューマニズムの意味を考察し理解しなければならない。

現代ヒューマニズムの自覚につらなって， JEしいスポー

ツ活動が飛躍的に振興し実践できる施策が望まれるであ

ろう。

H 民主主義と体育

1 民主主義の意義

政治的民主主義は， ["人民Jによる「支配Jであり，

倒人の人間的，政治的権利を保証する政治形態である。

すなわち，民衆の，民衆による，民衆のための政治を意

味する。

緩済的民主主義は，各人が自由の職業を択ぶ権利及び

企業の自由を係書Eし，自己の労働jの成果を所有しかっ

享受することを保証する経済的秩序である。

社会的民主主義は，いっさいの人為的な障害や差別を

設けない;社会制度であり，ある特定の人間を，特別の社

会階級にまつりあげることを拒否する社会的態度であ

る。それは教脊の平等〈しかし隠一化ではなL、〕を主主l朱

しすべての人間がそのなり得る殺害事の人間になる機会

をもっということを意味する。

道徳的民主主義は， 1個人と他人が有する生命を究極的

な締値とし偶人がその性能にしたがって自由に能力を

のばし自己を実現することをもって絞高の幸福とする

生活の枚方であると考えられてL必。「生活の仕方JとL、

うのは， ["生活のあらゆる領域に，決定的な影響をあたえ

生活行動を規定する」ところの絞源的態度を意味する。

民主主義は，通常，以上のような政治的，経済的，社

会的，道徳的の四つの商をもつものとして諮られてい
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る。しかしさらにそれは，社会の維持と湾建・改善と

進安全主主空車整醒J主壬士三二主主主主全世最

念であるといわれるO 民主主義は単なる制度でもなけれ

ば，道徳的生活の方式でもない。それば，数世紀の簡の

人類のあこがれと，たたかいとにカを与えた人類的信念

であり，それは高滋な人間後の実現会目指す理想であ

り，人類が，その歴史の発展の閣にっくりあげ， うけつ

主土"':)， ~主がきbげた最も高く，墾uご壁室主むと
いわれる。それは暴力と恐怖のカによらずして，それの

もつ，理念と希議のカによって，世主界を僑従さぜ，すべ

ての人間に正義と幸福をもたらす人類的信念である。

2 民主主義の原理
民主主義は，現実の社会に生きて働きつつある僑念で

あるから，絶えず進化し，発展する。しかしいっぱん

に民主主義は次のような原獲を含んでし、るといわれてい

る。

(1) 人権の原理
傍人の人間とその生命が{可ものにもまさって{麗{穫
がある。

(2) 乎害事の原理
大地と入閣の文化とは，すべての人間に属する。

(3) 自主と独立の原理
人類は， 自分で自分を支配することができる。ま
た支配しなければならなL、
(4) 平和と協力の原理
王子和と協力の手段が，戦争と暴力のそれよりもま
さっている。

(5) 寛容と尊敬の原理

少数者も十分尊敬され，その{尚徳を十分評価され，寛

仁なとりあっかいをうけなければならない。

3 民主主義の信条
アメリカの国民教育協会によってあげられるいる民

主主義の然条60のなかから，体育を考えてゆく上に関述

をもっと思われる ~È なるものをあげてみる G

1. すペでの個人の人格を尊重し門地や現i'Eの身分

の如{可にかかわらないこと。

2. すべての人に安心感を保障すること。

3. 弱者を保護し.食者をいたわり‘臼尊心を{来たせる
ごと 0

4. すべての人に一定の社会lこ帰属しているという自覚

を育成すること。

5. すべての人の進歩性を信ずること。

6. 社会的目的として.各個人の絞高の発途を目指すこ
と。

7. 各個人が可能な絞りの最高の発途をとげることは.

すべての人のために最も善いことであるとすること O

8. 会{邸入にもれなし生得の才能を五をもよく発揮すベ

き機会を与え，かつ実行を奨励すること。

仏 他人の同様な権利によって制限される均合を除いて

各個人にその独特の人格の発展{こ努力する気をおこさ

せることのできるような、まとその気を実際におこさ

せる環境を作り与えること。

10.成人は理性に従って行動し得るものであるとなすこ

とo

11. 目的を達成するために，カよりも理性に訴えること

12.外的権威による抑制を課せられるよりも，自制によ
って人は自由かっ能動的になるという趣旨を含むこと

13.他人の権利の擁護に必婆であるときと.社会的!こ裁

定されるもの以外に取締り規定を認さないこと。

14. すべての人は生命・自由及び幸福追求に対して同等

の権利をもっとなすこと。

15.一人に与えられる権利と機会とは，すべての人に与

えられるべきものであることを保証すること。

16.すべての偶人が自尊心を保つことがで、き，またその

f主む社会lこ対して憶することなく独自の食献をするこ
とのできるような生活水準を保証すること。

17.民衆が自治を行:b'うとする欲望と，そのための爽佼

を取ろうとする;意志とを認めること。

18.公民としての糞任と活動とは人間最高の義務に腐す

るものであるごとのー般通念を要求すること。

19.平等感を言語めるE思想・知識・行為の規準.及びフェ

ア・プレーの精神を国民一般に普及するよう念的する

こと O

20 他人の意見や実行を許容すると共に、これと主要なる

意見や実行のJjが良いと信ずるときは.その信念のカ
を失わないこと。

21.常lこ増大していく社会開体に対して，資任感の着実

な向上をはかること。

22.民衆の綴祉と認められることのために，個人的慰安

を進んで、犠牲にするよう誘導すること。

23.常に向上しようとする希望を刺戟し.芯あり熱窓あ

る者の利用し得る手段を鍛え与えること。

24.現実の事物の不断の再評価を奨励 ，その改蕃のた
めの活動を起す希裂を刺戟すること。

25.改革を促進し透成するために王子手目的手段を用いるこ
と。

26.基本的人権l丸多数のカによっても駿鎖し得ないと

いうことを堅持すること O

27.公衆の福祉と背馳しない限り、各個人が任窓の方法

によって自己の利益を増進するために関絡する権利を

認め，かっこれを擁護すること。

28.人権は財産権よりも重大で、あると主張すること。

29.悶家の自然資源を統制し.G翼民全体の様祉のために

最も賢明に使用するよう保存すること。

30.移動の権利を保証すること。

31.法律の妥当な行使がなければ， 如何なる偶人も生

命・自由・あるいは財産を奪われることのないよう規

定すること。

32 良心の命ずるところに従う信仰を許すこと G

33.必要な場合iこは民主主義生活様式を防衛するために

犠牲を払う能力と用意がもたれるように，その成主主

員に対して安全・自由・機会.並びに正義'3:供与する

ごと。

34. その意義と目的に関して持続的な教育を行うことに

よって民主主義のカを更新すること
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これを要するに，民主主義It，ー人類をおめ，考えるζ主
を教え，自由にする O それは文化から特権の刻印をとり

のぞき，民衆の間にひろめる。ーぎでいえば，それは教

脊を目ざすものである。

4 民主主義と教育

民主主義はiヨ然、の建物ではなくして，人間の努力の斜i

迭物である。したがって民主主義は生物学的に， -1it代

から次のi笠代に遺伝することはできない。

開予っιっ天空1ι 舎の型民長三た主:::主主ど雪之主。
民主主義は絶えずそれな向上さぜるよう努力しなけれ

ば，次第に箆落の過程をたどる O さらに，

人々の行動，感情，思考の裂態としてのみ存在する。そ

れで，この人間の行動や思想，感情の裂態の伝達と育成

とをおこたれば，民主主義，それ自体がほろびうせてし

まう。すなわち，教育と学潔とL、う複雑な過程を通じ

て，それぞれの世代によって，民主主義の思想・感情"

行動の裂が新しく習得されなければ，民主主義の型態は

ほろびてしまう O ここに民主主義と教育の本質的な関係

があり，民主主義のいっさいの問題a，教育の関長選ーであ

る。ーぎしていえば，民主主義的信念の確実伎は，教7寄

り刑事j主主り償金ちfがけーも従って民主主義的僑念と
は，人Lがその共通の問題を解決するよりよい方法を発

見するに十分な理性的なものになり得るとする信念であ

るといえる。

すなわち，知性の賢明な使用によってのみ，人類が繁

栄と幸福との生活にいりこむことを信ずる民主主義は，

現在人類を苦しめているあらゆる審怒一一怒綴，犯罪，

病気，貧乏，不IE，恐喝，政治的腐敗，人種的憎懇，階

級闘争，各国間の戦争などから人殺さど主主うものは，知伎

の発達宅とばかり，その賢明な使用を教える，組織的教育

である O

5 民主主義社会の教育

民主主義社会の教育は「自由主1:会の諸原則jに立って

おこなわれる。あらゆる民主的な態度主立動臨遺玄旦監

」並立L主魁そしL盟重土生態産主盤且並型的墨煮
夕立主主翠昆主鐘左L 健主主量堕L主主盟主自主主笠豆一
態度と能力の育成にカをそそくや。これは，民主主義社会

の学校および，その各種教育における教育実践の根本的

特色である。

独立の研究というのは，教師の権威のもとに，一定内

容の知識をおしつけ，それの記憶なせまるというやりjj

と反対に，児童を解放し， 自ら知識を探求するよう刺激

し知識を得る方法と技能とを会得させることをいう。

したがって， rいつJr~、かにJ それを活用するかを学ば

せ，それが応用の機会をあたえ，その能力に応じて，で

きるだけ渇く，できるだけ早く進歩することをはかり，

また，それがために必要な設備と環境を整えることに努

力をそそぐことであるO

批判的思考の訓練とは，ざまゴまの参考資料にもとづ

き，多くの意見をきき，間慾のあらゆる部留を検討し

て，真実を発見しようとする態度と努力のもとに行なわ

れる複雑な思考過程の訓練をし寸 O これは，比較，分析

をはじめ，訴鍛の作業などを必要とするが，これらの複

雑高度な思考過絞を自分でおこない， 自主的態度で， も

のごとを批判的に検討する， ~ 、わゆる思考の独創性を重量

わ4きょうとするのが，民主主義社会の教育の一つの特質

であるο

協力的生活態度民主主義社会の自治は，独立した人

格としての，各人の協力によってのみまもられ，成長す

るのであるから，協カ的生活の教養が民主主義社会の教

育の一大特色である。

独立，批判的，創透的思考と行動，協力的生活態度な

どは，従来の如~単なる代連経験の提供と，それの機械

的学習によっては行なわれ得なし、。それは，

るB支援経験と，自ら実験し実脅する活動とによっての

知識は体験の裏付けをもち，経験によっ

て解釈されなければならなし、。従って民主主義社会の教

脊は，従来の，知役{隠撃の教育を改めて，学習者の自発

的な活動と体験によって学ばせようとする。このことに

関透して，各児童を，生徒は，その能力に応じて，進歩

し.自己の好むところをのばして行くことがゆるされるラ

これがため，皇女よし輩竺塑性竺塑l::J李主広了ぞ亙空券…を~~望
視される。

さらに，民主主義社会の教育では， 自ら織成する社会

!こ""務経的に寄与すjることyを・2きJ号、G ととに寛宏な態度，
公正さと毒事愛する気風が重要求され， その社会をおびやかす

ものに対して，主主に強力な行軍事をとる勇気とカとが婆求

される。 また，社会的欠陥を，進んで改めようとする進

歩的態度と実行カとが要求される。このような社会的訓

練は，何よりも若者たちの自己訓練とされる。

さらに，自由な民主主義社会では h各人が思い患いの

思想を身につけ，

る。 if.tこ各人の個性に応じた教養"a:Jきにつけることが，
自由な社会の特色である。そうしてまた，一切の文化的

教義が大衆のものとなることを婆議する。したがって，

機械の賢明な使用によって，生活のための労働から解放

されて， より多くの余i殺をずこのしみ得るようになった大

衆には，音楽，絵画，彫刻，文学，ダンス.スポーツその

他のあらゆる文化的教畿の機会と設備とをあたえ，健全
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社会の教育の特色合なしている。

s 民主主義と体育 参考文献

これまで，民主主義の意義，民主主義の原理と信条，

民主主義と教育，民主主義社会における教事干の特色など

について要約して述べたのであるが，これらの，民主主

義社会の教育の理想を育成する場として，体育における

身体活動は，活発な技術的・人務的・社会的・形成的会

我活動としての特性から最適のものである。

特にスポーツ活動の組織運営においては，(l)1:'1的討議

と実行計爾の立案には全員が参加すること。(2)方策の

決定や計闘の実現には，常に科学的な現笑分本rrにもと
づき，かつ科学的，客観的な反省、を伴って処理されるこ

と。(3)物や人を目的に応じて機能的に組織化され， しか

も，一人一人が最大!裂に資径をもち， 自主的に設大限に

協力すること。(1)体育学習の場は現実に却して構成する

こと，など、民主主義的原員せが要求されるので，民主主義

を育成していくすぐれた滋床で、あると考えられる。

これを別の側聞からみて，

ているものが，体育の場で総合的に訓練され，学予号され

よって，体脊の教育効果を高め，人間形成の突

をあげることになると深く信じるものである。

民主主義の一部分だけが特定のイデオロギーと結びつ

いて思考され， しかも欲求不満の爆発を伴う激しい行動

がよく見られるが，青年にはスポ…ツ活動の機会と設備

とを与え，スポーツ活動が，氏主主義の連念に基づいて

組織され運営されなければならないとヨ号、える。

後がき

以上「私の考える体育の一端Jについて問題を羅列し

た程度に終った感がある。勿論今後において，個々の問

題についてもより深く考察を加えてゆき，体系づけたい

と決意している次第である。
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